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キウイ‘レインボーレッド’で 

使用花粉量を約 75％削減する受粉方法 
 

キウイフルーツではかいよう病 Psa３の輸入花粉による感染を防ぐため、国内産の花粉を有

効に使用する必要があります。そこで静岡県農林技術研究所果樹研究センターでは、従来の溶

液受粉（200 倍希釈）に比べて使用花粉量を約 75％削減する受粉方法を開発しました。 
 
☆ 技術の概要 
１．使用花粉量は、充電式花粉交配器や梵

天による粉末受粉では、溶液受粉 100倍、

200倍と比べて少なくできます。作業時

間は、充電式花粉交配器は溶液受粉と同

等で、梵天よりも少なくなります（表１）。 

２．溶液受粉 200 倍では、粉末花粉に比べ

て、結実率、種子数及び果実重は低下し、

摘果時の奇形果発生率は高くなりまし

たが、追熟後の果実品質に差はみられま

せんでした（表２）。 

３．１結果枝当たり２～３花と摘蕾程度を

強くすることで使用花粉量は少なくな

ります（表３）。       

４．粉末花粉における花粉の希釈濃度 20

倍では種子数が減少する傾向がみられ、

収穫時の奇形果発生率も高くなりまし

た（図 1）。このことから花粉の希釈濃

度は 15 倍までの希釈が可能です。 

５．使用花粉量は、充電式花粉交配器に切

り替えることで約 50％、受粉時の花数

を１結果枝あたり２～３花にすること

で約 30％、花粉の希釈倍率を 15 倍にす

ることで約 30％の削減効果が見込まれ、

全てに取り組むことで約 75％の削減に

つながります。                                                               

 
☆ 活用面での留意点 
１．本研究では花粉品種は‘トムリ’を用い、花粉発芽率は約 60％でした。花粉の発芽率がそれ

よりも下回ることが懸念される場合は、希釈濃度は慣行通り 10 倍にして下さい。 

２．本研究では充電式花粉交配器はニュー・ポーレン・ダスター（(株)アグリ）を、花粉増量

剤はニュータイプ石松子（(株)アグリ）をそれぞれ使用しています。 

３．詳細については、静岡県農林技術研究所果樹研究センター果樹加工技術科（054-376-6155）

までお問い合わせ下さい。 
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